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第
３
章　

移
転
開
院
後
の
取
り
組
み

診
療
科
再
編
・
入
退
院
セ
ン
タ
ー

　

平
成
27
年
５
月
、
市
立
病
院
は
新
病
院
開
院
に
伴
い
、
精
神
科
、
乳
腺
外
科
を
新
設
す
る
な
ど
診
療
科
を
再
編
、
強
化
。

医
療
連
携
の
強
化
の
立
場
か
ら
、
新
た
に
入
退
院
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
28
診
療
科
、
許
可
病
床
数
５
７
４
床
体
制

で
診
療
を
始
め
た
。

　

新
病
院
の
５
７
４
病
床
数
の
内
訳
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
36
床
を
含
む
新
生
児
内
科
80
床
、
小
児
病
床
44
床
、
救
急
病
棟
24
床
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
16
床
、
そ
の
他
の
一
般
病
床
は
、
感
染
病
床
６
床
を
含
め
４
１
０
床
で
あ
る
。
移
転
開
院
前
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

た
診
療
科
は
、
標
榜
科
名
の
変
更
を
含
め
る
と
、
消
化
器
外
科
、
乳
腺
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
循
環
器
内
科
、
消
化
器
内

科
、
呼
吸
器
内
科
、
神
経
内
科
、
新
生
児
内
科
、
精
神
科
、
病
理
診
断
科
、
救
急
科
が
新
た
に
標
榜
さ
れ
、
心
臓
血
管
外
科

で
は
開
心
術
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
消
化
器
外
科
、
消
化
器
内
科
は
医
師
数
が
増
え
、
集
中
治
療
部
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
の

医
師
も
確
保
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
践
を
目
指
し
薬
剤
師
、
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど

も
増
員
。
医
事
課
に
所
属
し
て
い
た
栄
養
係
は
、
医
療
技
術
部
の
栄
養
管
理
科
と
し
て
位
置
付
け
た
。
医
師
の
負
担
軽
減
を

目
指
し
て
、
ド
ク
タ
ー
ク
ラ
ー
ク
も
「
15
対
１
」
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
に
増
員
。
移
転
開
院
前
後
の
３
年
間
で
職
員
定
数
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は
約
１
７
０
人
増
え
た
。
病
院
の
管
理
運
営
で
は
、
多
く
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
副
院
長
３
人
体
制
と
し
、
院
内
措
置
と

し
て
看
護
部
長
を
含
め
た
３
人
を
病
院
長
補
佐
と
し
た
。

　

一
方
、
新
病
院
に
と
っ
て
「
外
来
紹
介
制
と
予
約
制
」「
紹
介
率
と
逆
紹
介
率
の
向
上
」「
在
院
日
数
の
短
縮
化
」
等
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
た
。
紹
介
率
や
逆
紹
介
率
の
向
上
は
、
目
指
し
て
い
る
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
必
須
要
件
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
、
い
ず
れ
も
医
療
連
携
の
推
進
が
不
可
欠
だ
。
こ
の
た
め
、
市
立
病
院
は
医
療
連
携
室
を
増

員
強
化
し
、「
医
療
連
携
・
入
退
院
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
整
備
し
た
。
坪
内
博
仁
院
長
は
「
２
０
２
５
年
に
向
け
た
地
域
医

療
構
想
の
策
定
が
進
め
ら
れ
る
中
、
当
院
に
は
地
域
の
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
院
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
地
域
の
急
性
期
病
院
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、
あ
る
い
は
開
業
医
の
先
生
方
と
連
携
を
深
め
、
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
」
と
表
明
し
た
。

　

市
立
病
院
は
地
域
の
医
療
連
携
を
図
る
た
め
、
移
転
開
院
の
３
カ
月
後
の
27
年
８
月
か
ら
初
診
紹
介
患
者
の
予
約
制
を
開

始
し
た
。
紹
介
状
を
持
っ
て
予
約
し
た
患
者
か
ら
優
先
し
て
診
察
の
案
内
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
例
目
、
３
例
目
の
脳
死
判
定

　

平
成
27
年
８
月
18
日
午
前
、
市
立
病
院
に
重
症
頭
部
外
傷
で
入
院
し
て
い
た
60
代
男
性
が
、
臓
器
移
植
法
に
基
づ
く
脳
死

と
判
定
さ
れ
た
。
男
性
は
運
転
免
許
証
に
臓
器
提
供
の
意
思
を
示
し
て
お
り
、
家
族
も
提
供
を
承
諾
し
た
。
法
施
行
後
、
県

内
で
公
表
さ
れ
た
脳
死
判
定
は
２
例
目
（
15
年
の
１
例
目
も
市
立
病
院
）。
全
国
で
は
３
３
６
例
目
と
な
っ
た
。
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日
本
臓
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
と
、
連
絡
が
あ
っ
た
の
が
17
日
午
後
０
時
45
分
。
男
性
の
脳
死
判
定
は
１
回
目
が
同
日

午
後
７
時
５
分
、
２
回
目
が
18
日
午
前
10
時
３
分
に
終
わ
っ
た
。
提
供
さ
れ
る
臓
器
の
う
ち
、
片
方
の
腎
臓
は
鹿
児
島
大
学

病
院
で
10
代
男
性
に
、
心
臓
は
大
阪
大
学
病
院
で
50
代
男
性
に
、
肝
臓
は
岡
山
大
学
病
院
で
50
代
男
性
に
、
す
い
臓
と
も
う

片
方
の
腎
臓
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
で
30
代
男
性
に
そ
れ
ぞ
れ
移
植
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
患
者
は
心
臓
、
肺
、
肝

臓
、
腎
臓
、
す
い
臓
、
小
腸
、
眼
球
の
提
供
の
意
思
を
表
示
し
、
同
年
８
月
に
署
名
し
て
い
た
。

　

市
立
病
院
で
19
日
未
明
か
ら
早
朝
に
か
け
て
60
代
男
性
の
４
臓
器
が
摘
出
さ
れ
た
。
臓
器
は
４
大
学
病
院
に
搬
送
。
鹿
児

島
大
学
病
院
は
10
代
男
性
に
腎
臓
を
移
植
し
た
。
坪
内
博
仁
院
長
は
「
各
大
学
病
院
の
摘
出
チ
ー
ム
の
も
と
、（
搬
送
、
移

植
は
）
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
28
年
10
月
５
日
、
低
酸
素
性
脳
症
で
市
立
病
院
に
入
院
し
て
い
た
50
代
女
性
が
、
臓
器
移
植
法
に
基
づ
く
脳
死
と

判
定
さ
れ
た
。
本
人
か
ら
臓
器
提
供
の
意
思
は
な
か
っ
た
が
、
家
族
が
臓
器
提
供
を
承
諾
し
た
。
県
内
で
公
表
さ
れ
た
脳
死

判
定
は
３
例
目
、
全
国
で
は
４
１
０
例
目
と
な
っ
た
。
臓
器
移
植
法
は
22
年
に
改
正
さ
れ
、
本
人
の
意
思
が
不
明
な
場
合
、

家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
提
供
が
可
能
に
な
っ
た
。
心
臓
は
九
州
大
学
病
院
で
20
代
女
性
に
移
植
。
肝
臓
は
東
京
女
子
医
科
大

学
病
院
で
同
じ
く
20
代
女
性
が
移
植
を
受
け
た
。
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病
院
機
能
評
価
の
受
審
と
認
定

　

平
成
27
年
10
月
29
、
30
の
両
日
、
市
立
病
院
は
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
「
病
院
機
能
評
価
」
を
受
審
し
た
。
病

院
と
し
て
は
２
度
目
の
受
審
。
翌
28
年
３
月
、
第
３
世
代
の
評
価
「3rd. G

：Ver1.0

」
の
認
定
を
受
け
た
。

　

１
回
目
の
受
審
は
22
年
７
月
。
１
回
目
も
担
当
し
た
病
院
機
能
評
価
受
審
委
員
会
の
野
口
啓
幸
事
務
局
長
（
小
児
外
科
部

長
）
に
よ
る
と
、
機
能
評
価
は
５
年
更
新
の
た
め
、
２
回
目
は
新
病
院
オ
ー
プ
ン
直
後
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
そ

の
時
点
で
す
で
に
準
備
面
で
の
困
難
さ
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
27
年
２
月
に
は
厚
労
省
と
県
が
行
う
特
定
共
同
指
導

を
受
け
、
一
段
と
取
り
組
み
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
た
。
し
か
し
、
特
定
共
同
指
導
に
向
け
た
取
り
組
み
の
多
く
が
、
病
院
評

価
の
評
価
項
目
と
共
通
す
る
も
の
。
結
果
的
に
受
審
準
備
も
順
調
に
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
旧
病
院
で
は
建
物
の
構
造
上
、

改
善
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
評
価
項
目
が
、
新
築
移
転
に
よ
っ
て
概
ね
解
決
で
き
た
。
前
回
は
第
２
世
代
の
評
価
項
目

だ
っ
た
が
、
今
回
は
第
３
世
代
と
な
り
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
６
人
の
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
全
体
講
評
で

は
い
く
つ
か
の
改
善
点
が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、
全
体
的
に
は
良
好
な
講
評
だ
っ
た
。

　

野
口
事
務
局
長
は
「
受
審
意
義
に
つ
い
て
は
様
々
だ
が
、
受
審
を
契
機
に
質
の
高
い
心
の
こ
も
っ
た
医
療
を
目
指
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
加
え
て
病
院
職
員
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
に
な
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
。
改
善
す
べ
き
点
は
ま
だ
あ
り
、
今
後
も
患
者
さ
ん
、
職
員
両
方
に
と
っ
て
『
よ
り
良
い
病
院
』
に
な
る
よ
う
努
力
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
」
と
総
括
し
た
。
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鹿
児
島
大
学
病
院
と
の
連
携

　

平
成
27
年
11
月
18
日
、
市
立
病
院
は
、
医
療
の
質
の
向
上
や
人
材
育
成
を
目
指
し

て
、
鹿
児
島
大
学
病
院
と
医
師
を
除
く
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
人
事
交
流
（
派
遣
研
修
）

を
28
年
度
か
ら
行
う
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

　

両
病
院
は
、
県
内
１
、
２
位
の
ベ
ッ
ド
数
を
有
す
る
中
核
的
医
療
機
関
だ
。
職
員

が
互
い
の
優
れ
た
技
術
を
学
び
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
ほ
か
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

人
材
確
保
・
育
成
、
病
院
の
連
携
強
化
を
期
待
し
て
協
定
締
結
を
決
め
た
。
臨
床
工

学
技
士
や
放
射
線
技
師
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
技
術
職
員
、
看
護
師
、
助
産

師
、
薬
剤
師
な
ど
が
対
象
で
、
医
師
や
事
務
職
員
は
含
ま
な
い
。
対
象
職
員
は
鹿
児

島
大
学
病
院
に
約
１
０
０
０
人
、
市
立
病
院
に
約
７
０
０
人
が
働
い
て
お
り
、
人
事

交
流
の
人
数
や
期
間
は
個
別
に
決
め
て
い
く
。

　

締
結
式
は
市
立
病
院
で
あ
り
、
坪
内
博
仁
院
長
は
「
人
材
育
成
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
大
学
病
院
と
連
携
を
深
め
て
、

基
幹
病
院
と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
鹿
児
島
大
学
病
院
の
熊
本
一
朗
院
長
は
「
看
護
師
な
ど
助

け
合
う
こ
と
が
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
た
。
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
に
も
連
携
は
役
に
立
つ
」
と
意
義
を
語
っ
た
。

市立病院であった締結式
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初
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

平
成
27
年
12
月
20
日
、
新
病
院
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
初
の
試
み
と
な
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。
入
院
・
外
来
患
者
と
そ
の
家
族
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
約
１
５
０
人
が
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
鹿
児
島
市
立
少
年
合
唱
隊
が
天
使
の
歌
声
を
披
露
。
観
客
は
童
謡
や

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
笑
顔
に
魅
了
さ
れ
な
が
ら
、
一
緒
に
口
ず
さ

ん
で
童
心
に
帰
っ
て
い
た
。
看
護
師
、
看
護
補
助
者
、
放
射
線
技
師
で
構
成
さ
れ
た
「
Ｋ
Ｃ
Ｈ

ス
マ
イ
ル
バ
ン
ド
」（
９
人
）
の
演
奏
に
も
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。
患
者
・
家
族
か

ら
は
「
素
敵
な
演
奏
を
家
族
と
一
緒
に
聴
く
こ
と
が
出
来
て
ハ
ッ
ピ
ー
で
し
た
」。
演
奏
者
か

ら
は
「
日
頃
チ
ー
ム
医
療
で
協
働
し
て
い
る
様
々
な
職
種
の
仲
間
と
バ
ン
ド
を
組
め
た
こ
と
は
、
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

移
転
後
、
初
の
災
害
訓
練

　

平
成
28
年
１
月
21
日
、
県
内
唯
一
の
基
幹
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
立
病
院
は
、
移
転
開
院
後
初
の
災
害
訓

練
を
実
施
し
た
。
桜
島
の
大
爆
発
と
震
度
６
強
の
地
震
が
同
時
に
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
医
師
、
看
護
師
ら
約
１
５
０
人 新病院初のクリスマスコンサート
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が
負
傷
者
ら
へ
の
対
応
を
確
認
し
た
が
、
各
部
門
の
情
報
伝
達
に
課
題
も
残
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
院
内
の
被
災
状
況
を
確
認
後
、
１
階
ホ
ー
ル
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
ロ

ビ
ー
で
は
け
が
人
約
40
人
の
状
態
を
見
極
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
が
行
わ
れ
た
。
訓
練
終
了
後
、

各
部
門
の
責
任
者
が
問
題
点
な
ど
を
報
告
。「
患
者
数
に
対
し
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど

の
機
材
が
足
り
な
か
っ
た
」「
他
部
門
と
の
連
絡
、
調
整
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
」
と
反
省
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
吉
原
秀
明
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
は
「
訓
練
の
質
は
旧
病

院
よ
り
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
情
報
の
や
り
と
り
が
う
ま
く
回
っ
て
い
な

い
部
分
が
あ
っ
た
。
基
幹
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
、
訓
練
を
重
ね
た

い
」
と
話
し
た
。

第
１
回
「
市
民
の
た
め
の
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

　

平
成
28
年
１
月
31
日
、
市
立
病
院
は
「
新
市
立
病
院
を
紹
介
し
ま
す
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
第
１
回
「
市
民
の
た
め
の

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
院
内
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
さ
ら
に
当
面
２
年
間
に
わ
た
る
５
回
シ
リ
ー
ズ
の
開
催
計
画
を
立

て
た
。

　

初
回
は
、
ま
ず
坪
内
博
仁
院
長
が
「
医
療
の
仕
組
み
と
市
立
病
院
の
役
割
」
と
題
し
て
、
移
転
開
院
し
て
新
し
い
歩
み
を

始
め
た
病
院
の
役
割
を
説
明
し
た
。
続
い
て
「
新
し
い
診
療
科
の
最
新
治
療
」
を
テ
ー
マ
に
、
呼
吸
器
外
科
の
柳
正
和
部
長 移転後初の災害訓練
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が
「
肺
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
な
っ
た
時
の
た
め
に
」、
乳
腺
外
科
の
吉
中
平
次

特
任
部
長
が
「
乳
が
ん
～
早
期
発
見
し
て
き
れ
い
に
治
そ
う
」、
心
臓
血
管
外
科
の
四

元
剛
一
部
長
待
遇
が
「
心
臓
大
動
脈
の
病
気
を
手
術
で
治
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
題
し
て
や

さ
し
く
解
説
。
市
民
か
ら
の
質
問
、
疑
問
に
も
答
え
た
。
画
像
を
駆
使
し
な
が
ら
の
最

新
手
術
法
な
ど
多
く
の
市
民
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
第
２
回
は
28
年
５
月
、
開

院
１
周
年
記
念
と
し
て
、「
健
や
か
に
こ
ど
も
た
ち
を
育
む
」
を
テ
ー
マ
に
「
成
育
医

療
」
の
各
部
門
（
産
科
・
新
生
児
・
小
児
）」
の
医
師
が
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
の

医
療
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
第
３
回
（
28
年
11
月
）
は
「
い
の
ち
を
救
う
～
市
立
病
院

の
救
急
医
療
」
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
第
４
回
（
29
年
11
月
）
は
「
市
立
病
院
の
先
端

医
療
～
が
ん
を
き
ち
ん
と
診
断
し
て
、
優
し
く
治
そ
う
」、
第
５
回
（
30
年
５
月
）
は

「
も
っ
と
知
ろ
う
生
活
習
慣
病
の
こ
と
～
そ
の
原
因
と
予
防
」、
第
６
回
（
30
年
12
月
）
は
「
伸
ば
そ
う
、
健
康
寿
命
～
や
っ

ぱ
り
健
康
で
長
生
き
し
た
い
」
に
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。「
市
民
の
た
め
の
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
は
別
に
、
新

市
立
病
院
の
診
療
内
容
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
28
年
１
月
、
連
携
医
療
機
関
向
け
の
「
診
療
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
第
一
版
）」

も
発
行
さ
れ
た
。

多くの市民が集まったフォーラム
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鹿
児
島
大
学
大
学
院
と
連
携
講
座

　

平
成
28
年
３
月
３
日
、
市
立
病
院
は
、
鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
と
「
地
域
医
療
創
生
医
学
講
座
」
設
置

の
協
定
を
結
ん
だ
。
４
月
１
日
か
ら
同
研
究
科
に
開
設
し
、
市
立
病
院
の
高
度
な
設
備
や
豊
富
な
診
療
実
績
を
活
用
し
、
先

端
医
学
と
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
狙
い
だ
。

　

講
座
に
は
市
立
病
院
の
特
色
を
生
か
し
、
総
合
救
命
救
急
医
学
、
総
合
成
育
医
療
学
な
ど
４
分
野
を
置
く
。
市
立
病
院
の

医
師
ら
が
鹿
児
島
大
学
大
学
院
の
客
員
教
員
に
委
嘱
さ
れ
、
院
生
へ
の
教
育
や
研
究
指
導
を
す
る
。
こ
れ
ま
で
鹿
児
島
大
学

大
学
院
に
在
籍
す
る
学
生
が
医
師
と
し
て
市
立
病
院
に
派
遣
さ
れ
る
場
合
は
休
学
し
て
い
た
。
開
設
に
よ
り
市
立
病
院
に
勤

務
し
な
が
ら
研
究
が
続
け
ら
れ
る
。
同
研
究
科
で
は
、
市
立
病
院
の
勤
務
医
や
医
療
技
術
職
員
ら
に
つ
い
て
、
同
10
月
か
ら

大
学
院
博
士
課
程
、
29
年
４
月
か
ら
修
士
課
程
に
受
け
入
れ
る
準
備
を
進
め
る
。

　

坪
内
博
仁
院
長
は
「
市
立
病
院
の
医
師
ら
が
臨
床
研
究
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
レ

ベ
ル
の
高
い
医
療
を
確
立
し
た
い
」
と
強
調
。
馬
場
昌
範
同
研
究
科
長
は
「
連
携
で
地
域
医
療
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、
そ

の
成
果
を
患
者
や
医
療
関
係
者
に
還
元
す
る
こ
と
で
地
域
医
療
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
」
と
語
っ
た
。
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人
間
ド
ッ
ク
廃
止
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
Ｏ
Ｋ

　

平
成
28
年
４
月
、
市
立
病
院
は
国
の
進
め
る
機
能
分
化
と
医
療
連
携
を
促
進
す
る
立
場
か
ら
健
康
診
断
等
の
見
直
し
を
行

い
、
人
間
ド
ッ
ク
を
廃
止
し
た
。
一
方
、
同
月
か
ら
患
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
医
療
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い

を
可
能
と
し
た
。

　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
昭
和
35
年
９
月
か
ら
開
始
。
61
年
８
月
か
ら
は
日
帰
り
ド
ッ
ク
を
導
入
し
、
ピ
ー
ク
期
の
平
成
10
年
度

に
は
受
診
者
８
０
１
人
（
１
泊
２
８
５
人
、
日
帰
り
５
１
６
人
）
に
増
え
た
が
、
以
降
は
横
ば
い
・
減
少
傾
向
が
続
き
、
旧

病
院
最
後
の
26
年
度
は
２
７
６
人
（
同
72
人
、
同
２
０
４
人
）
だ
っ
た
。
人
間
ド
ッ
ク
同
様
、
協
会
け
ん
ぽ
生
活
習
慣
病
健

診
も
廃
止
、
鹿
児
島
市
い
き
い
き
受
診
券
に
よ
る
健
康
診
断
・
が
ん
検
診
等
は
、
予
約
制
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

医
療
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
は
、
鹿
児
島
大
学
病
院
や
鹿
児
島
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
す
で
に
導
入
し
て

お
り
、
市
議
会
で
も
市
立
病
院
に
対
し
て
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
手
数
料
等
の
費
用
が
発
生
す
る
一
方
、
患
者
の
利
便
性

の
向
上
、
病
院
内
の
現
金
の
盗
難
防
止
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
27
年
11
月
に
指
定
代
理
納
付
者
の
募
集
を
公
示
（
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
）
す
る
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
た
。取
り
扱
い
可
能
な
カ
ー
ド
ブ
ラ
ン
ド
は
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ
ａ

ｒ
ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
、
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ 

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
な
ど
。
先
行
事
例
か
ら
当
初
の
利
用
率
を
約
７
％
程
度
と
見
込

ん
だ
。
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選
定
療
養
費
を
徴
収

　

平
成
28
年
７
月
か
ら
市
立
病
院
は
、
紹
介
状
の
な
い
初
診
患
者
か
ら
、
初
診
料
と
は
別
に
「
初
診
時
選
定
療
養
費
」

３
２
４
０
円
（
税
込
み
）
の
徴
収
を
始
め
た
。

　

初
診
時
選
定
療
養
費
は
、
国
が
病
院
と
診
療
所
の
機
能
分
担
を
進
め
る
狙
い
か
ら
、
特
定
機
能
病
院
と
５
０
０
床
以
上
の

地
域
医
療
支
援
病
院
に
対
し
、
同
年
４
月
か
ら
の
徴
収
（
５
０
０
０
円
以
上
）
を
義
務
付
け
た
。
市
立
病
院
は
義
務
の
対
象

外
だ
が
、
２
０
０
床
以
上
の
病
院
は
任
意
で
導
入
で
き
る
。
全
国
の
中
核
市
で
は
28
病
院
の
う
ち
27
病
院
が
す
で
に
実
施
。

市
内
で
も
鹿
児
島
大
学
病
院
、
鹿
児
島
医
療
セ
ン
タ
ー
、
市
医
師
会
病
院
な
ど
が
徴
収
し
て
い
る
こ
と
か
ら
導
入
に
踏
み

切
っ
た
。
金
額
は
先
行
事
例
を
参
考
に
決
め
た
。
市
立
病
院
は
「
軽
微
な
症
状
は
街
の
診
療
所
で
受
診
し
て
も
ら
え
ば
、
市

立
病
院
で
し
か
で
き
な
い
専
門
医
療
に
力
を
注
げ
る
」
と
理
解
を
呼
び
掛
け
た
。
28
年
３
月
議
会
で
関
連
議
案
を
可
決
後
、

６
月
ま
で
を
周
知
期
間
に
充
て
た
。

　

療
養
費
が
必
要
で
な
い
ケ
ー
ス
は
①
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
が
あ
る
②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
や
、
休
日
・
夜

間
に
救
急
外
来
を
利
用
し
た
人
③
健
康
診
断
の
結
果
で
、
精
密
検
査
な
ど
の
指
示
が
あ
っ
た
人
④
市
立
病
院
で
他
の
診
療
科

を
受
診
中
の
人
⑤
正
常
分
娩
な
ど
自
費
診
療
（
保
険
適
用
外
）
で
受
診
す
る
人
―
な
ど
。
28
年
７
月
か
ら
29
年
６
月
ま
で
１

年
間
で
初
診
時
選
定
療
養
を
徴
収
し
た
患
者
は
、
２
５
３
７
人
だ
っ
た
。




